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- 高校世界史教科書周辺の資料を中心として-
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1･ 『世界の歴史』といった歴史講座の類 15･ 一般教養書の類
∴ : ~ ∴ ~ 一 一 日
〔1〕 歴史講座 『世界の歴史』の類の資料より
対象とした資料t>① 『講座世界史』(岩波一全31巻),『世界の歴史』各々 ② (講談社一全
92 研究紀要 (第3号)














し,それらを自らのうちに "再生"して来た文字通 りの意味での ｢ルネサンス｣の
時代だったのである｡〔p.151,154]
普通のルネサンスはこのシリーズでは 『中世ヨーロッパ世界Ⅴ』の巻末において扱われ,
そこでは,ミシュレ,ブルク-ル ト, トー デ等々のルネサンス観が紹介され,学説史的配慮
がなされている｡ちなみに宗教改革は 『近代Ⅰ』にて扱い｡
(2) 『世界の歴史』(講談社)C>第8巻 『ヨーロッパ世界の成立』にて中世を扱い,従来 の
中世 ･ルネサンスの捉え方を批判した次のような記述がある｡
2. ヨーロッパは,｢中世ヨーロッパ｣プラス ｢近代ヨーロッパ｣ではないO ヨーロ
ッパはひとつであって,十世紀をすぎたころ形成の緒につき,数次の転相を重ねて
現在にいたる｡-･.･あえていうならばヨ-ロッパ人は,昨今ようやく自分たちの,





























従来のルネサンス観を弁護,時には極めて anticlericalに中世を批判した記述に満 ちて い
る｡
8. これ (トー デ)以来ルネサンスのはじまりを中世世界のうちに求めることが流行

















(4),(5)『世界の歴史』(中央公論),(河出書房)○ 中央公論は第7巻 『近代 - の序 曲』,
河出書房は第12巻 『ルネサンス』｡後者は ｢ルネサンス｣のタイトルのもとに,宗教改革,
地理上の発見を同一線上で論じ,すべてがルネサンス精神によって導かれたかの如き印象を
与える扱いをしている.中公版も内容は同じ｡双方ともペイパー ･/ミックで出版 され て お
り,発行部数からいってもかなりの影響力を持つものと考えられる｡これらの内容は,いず


























対象とした資料 ¢ ① 『世界史大系』(誠文堂新光社一全17巻), ② 『図説世界文化史大




























対象とした資料 E>①東大教養西洋史 vol.Ⅰ,II(東京創元社), ②京大西洋史vol.II,
































対象とした資料 ¢ ① 『世界歴史事典』(平凡社一全25巻,1954年), ② 『世界歴史辞典』
(時事通信社,1954年), ③ 『京大西洋史辞典』(東京創元社), ④ 『世界史小辞典』(山


































けでも,毎日出版文化賞の ① 『西欧精神の探求一革新の12世紀』(NHK)を筆頭に, ②
『中世の光と影』上 ･下, ③ 『西欧文化の条件一中世の復権』, ④ 『中世 ･ルネサンスの
音楽』 (以上講談社), ⑤ 『中世の風景』上 ･下, ⑥ 『中世劇の世界』(以上中公新書),
⑦ 『中世-の旅』, ⑧ 『中世の窓から』 (以上朝日新聞), ⑨ 『回想の中世ヨーロッパ』
(三省堂), ⑲ 『中世を旅する人々』(平凡社), ⑪ 『中世の町』(東海大), ⑫ 『中世の
哲学者たち』(思索社), ⑬ 『中世の光』(青土社), ⑭ 『いま中世の秋』(小沢書店)等
々｡文庫や新書版で手に入 りやすいものが多いのも目立つ現象である.
〔6〕 高校生用大学受験参考書より
対象とした資料 ¢ ① 『世界史の研究』, ② 『研究一世界史』 (以上旺文社), ③ 『精
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説世界史』, ④ 『チャート武一新世界史』, ⑤ 『世界史一学習と整理』 (以上数研出版),
⑥ 『世界史』(学生社), ⑦ 『新世界史-シグマ ･ベス ト』(文英堂), ⑧ 『世界史の完成』


































記述は Historyの語源的意味である story性に満ちて vividであり,カラーの写真,図版
も豊富である｡










































































イクー, トー デ,ブルダッ-, -スキンス, あるいは(2) ホイジンガ, ワルザ-, ワイゼ
といった系譜に従った説も決してマイナーはものとはいえない｡そして又,史観にとらわれ














































引用は井上泰男氏の 『西欧文化の条件一中世の復権』か らのものであるが,この文 と西尾









ることは本稿の範囲を超える｡ただ学生のレポー トにおいて見る限 り,事態はあま り改善さ




て作成 されている外国の歴史教科書は, まさにそこに生きた History(Story)があ り, 檀
めて示唆するところが大きいように思われる｡
Notes:

















¢今,(14) この問題については Notes(2)に既出の 『朝日ジャーナル11月9日号』参照｡
〔付 記〕
本稿はルネサンス研究所総会 (1984年9月30日)におけるシンポジウム ｢世界史教科書に見る中世
とルネサンス｣における口頭の発表に大幅な補筆 ･修正を加えたものである｡
